
東洋大学・国際学部・教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３２６６３

基盤研究(A)（一般）

2021～2017

アジア太平洋地域の学生交流促進に向けた実証的研究－UMAPの活性化をめざして－

The Role of University Networks in Student Mobility in Asia and the Pacific &#
8211; Aiming to Broaden the Impact of UMAP (University Mobility in Asia and the 
Pacific) &#8211;

７０２０６７９６研究者番号：

高橋　一男（Kazuo, Takahashi）

研究期間：

１７Ｈ０１０２５

年 月 日現在  ５   ９ １７

円    31,400,000

研究成果の概要（和文）：本研究ではマレーシア、タイ、フィリピン、インドネシア、オーストラリアなどアジ
ア太平洋地域における学生と人材交流、政策課題に焦点をあて、各国専門家や実務家を対象に総合的な調査をお
こなった。この成果はAshizawa,S., Neubauer D.(2023)においてまとめて発表している。
　さらに本研究では、新型コロナ禍の状況下において、新型感染症の影響下における新たな教育交流モデルにつ
いて、専門的見地からの分析をおこない、それを多くに国際教育交流の実務家の間で、リアルタイムで共有し
た。こうした分析の成果が、UMAPを基盤に新しい教育交流モデルの提案につながり、プロトタイプが提示するこ
とができた。

研究成果の概要（英文）：In this research, our research team focused on student and labour mobility, 
human capital, and related policy issues in the Asia-Pacific region, We have conducted a 
comprehensive survey and interviews in Malaysia, Thailand, the Philippines, Australia and Japan with
 experts and practitioners in the area of international education. The results of those research are
 summarized in the following publication.(Student and Skilled Labour Mobility in the Asia Pacific 
Region: Reflecting the Emerging Fourth Industrial Revolution (2023), Palgrave Macmillan, ISBN: 
978-3-031-16065-3)
Furthermore, in this research, under the circumstances of the COVID-19, we analyzed new model of 
educational exchange by working with experts in various countries.  The outcome of those research 
was shared in real time with wider audience at various webinars. Also, these analyzes have been 
utilized for developing new educational exchange models in Asia and the Pacific. 
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は新型コロナ禍という想定外の状況に直面し、当初計画にはなかった調査、分析をすることになった。緊
急Webinarを実施するなど、新型感染症の影響下における新たな教育交流モデルについて、専門的見地からの分
析をおこない、それを多くに国際教育交流の実務家の間で、リアルタイムで共有することができた意義は大き
い。新しい教育交流モデルを提示したことも本研究の成果である。この一連の取り組みを通じて、UMAPを基盤に
プログラムのプロトタイプが実践されることになったが、実際に新たな教育交流の価値・概念の創造に貢献した
ことが疑いない。国際教育夏季研究大会（SIIEJ）などを通じた成果発表も活発におこなわれた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 大学間における学生流動化を実現した先進的なモデルとして、欧州域内の「エラスムス計画」
がある。欧州の高等教育改革「ボローニャ・プロセス」が推進される過程でエラスムスは発展し、
ECTS (European Credit Transfer System )という単位互換制度が推進され、欧州各国において
異なる教育システムで学んだ学生の学位・資格・成績を認証する基盤が確立した。一方、アジア
太平洋地域の学生交流ネットワークとしては、アジア版エラスムスをめざして設立された
UMAP（アジア太平洋大学交流機構）のほか、ASEAN大学ネットワーク（AUN）、マレーシア、
タイ、インドネシアを軸とする AIMS（ASEAN International Mobility for Students Program）、
メコン流域大学連携をめざす GMS-UCなどが存在する。しかし、これらの取り組みが欧州の「ボ
ローニャ・プロセス」「エラスムス計画」のような大きなインパクトを生み出さず、国境を越え
た学生の流動化に十分に寄与してこなかった。 
 本研究では、克服すべき課題として、以下の 3つをとりあげた。①アジア太平洋地域では、国
家レベルの高等教育政策と大学の国際戦略との間に必ずしも連携が見られず、大学間ネットワ
ークが機能するためのガバナンスを欠いている。②アジア太平洋地域では、欧州のチューニング
のように、学習成果を比較参照する段階には至っていない。UMAP では主要加盟国において
UCTS（UMAP Credit Transfer System）を推進しているが、加盟国の大学間の単位互換は、学
習時間を主たる根拠にしており、欧州のように学習成果や成績基準に関する共通プラットフォ
ームを形成する段階にはない。学習時間に加えて、学習成果や成績評価基準に関する共通プラッ
トフォームを構築していく必要がある。③AUNや AIMSなど東アジアや東南アジアのネットワ
ークの取り組みが、限られた地域、特定の大学に資源を集中する形で展開されている点である。
南アジア、オセアニア、さらには中南米などを含め、アジア太平洋全域をカバーする地域間学生
交流ネットワークの構築と質保証を伴った学生交流推進が期待されている。 
本科研が主たる研究対象とするUMAPは、非欧州圏における広域学生交流ネットワークを目
指し、オーストラリアが呼びかけ、日本、韓国、タイ、マレーシア、フィリピンなどが参加して
1991年に発足した。各国に国内事務局を設置し、国際事務局は 5年ごとに移動している。2016
年から日本が二度目の国際事務局を担当（東洋大学が主幹）していた。日本をはじめ主要参加国
政府の支援を受けて発展してきた UMAPであるが、対象国が 38 カ国であるのに対し、参加国
は 13国（2016年時点）と伸び悩んでおり、交流ネットワークの構造やシステムに関する分析と
見直しが課題となっている。選考研究では、二宮（2008）、黒田（2008）、杉村（2008）、堀田ら
によって取り組まれ、アジア各国の大学が国民統合と経済発展という国家課題のもとで自国大
学の国際化をすすめている現状と、アジア各国における学生移動の特徴を分析してきた。また、
堀田（2010）は、ASEAN諸国と東アジアの 13カ国調査、科研費による 24カ国調査などを通
じ、アジアにおける学生交流と単位互換制度の実情を調査し、欧州エラスムス事業との比較分析
をおこなっている。 
 
２．研究の目的 
高等教育のグローバル化に伴い、世界の大学は優秀な留学生の獲得、大学間の学生交流、
国境を越えた教育事業などを推進している。アジアでは、UMAP、AUN、AIMS などの大
学連携ネットワークが学生交流を促進しているが、欧州のエラスムス計画と比較すると大
きな広がりを持っていない。本研究では、UMAP 対象地域（アジア、オセアニア、中南米
など）を対象に、学生流動化と人材育成の観点から、大学間連携の課題と将来像を分析する。
特に、1の背景で述べたアジア太平洋学生交流の３つの課題に取り組むべく、UMAP国際事
務局を担当する東洋大学を中心に、UMAP の主要対象地域（東南アジア）において質保証
と国際通用性を伴った学生交流を拡大していくために、１）政策的課題の共有、２）単位互
換や成績評価のための共通プラットフォームの形成、３）南アジア、中南米、オセアニアも
包む地域間学生交流ネットワーク構築に向けた共通課題を明らかにし、実現性について提
言をおこなうことを目的とする。 
この研究を開始した時点では、2020年におこった新型コロナ禍による留学交流の世界的
な停止、という事態は予想しえなかった。しかし、この研究プロジェクトは留学交流をさせ
るインフラについても研究していることから、コロナ禍という厳しい環境下にあっても物
理的な留学を代替するような学生交流の手法や概念について研究課題とすることができた。
専門的な知見から生み出される提言を活かして、UMAP ならびに国際教育機関において新
しいプログラムのプロトタイプを提示することも本研究の目的となった。 
 
３．研究の方法 
本研究では、以下のような方針と方法論に基づいて、研究に取り組んだ。 
１）UMAP 主要対象地域である東南アジア（タイ、フィリピン、マレーシア、インドネシア）に加
え、南アジア（インド、バングラデシュ）、中南米（メキシコ、エクアドル）そしてオセアニア
（オーストラリア、フィジー）を対象として、国家レベルの国際教育政策と大学の国際戦略との



間にどのような連携があるか、を分析する。SEAMEO-RIHED（東南アジア教育大臣機構）が質保証
などにかかわる政府間協議をしている例もみられるが、大学機関の運営については個々の政府
の意向が強く影響しているケースも多く見られる。地域レベルで政府と大学の連携の実情を調
査し、国と大学のガバナンスについて対象国ごとに分析する。これにより、アジア太平洋地域に
おいて各国の政策、大学の国際戦略が有機的に連動する可能性を検証し、大学間ネットワークが
機能するためのガバナンス・モデルを提示する。 
２）アジア太平洋地域、中南米および南アジアにおいて、欧州におけるチューニング・システム
に比肩するような、質保証と国際通用性を確保するための共通プラットフォームを導入する可
能性を検証する。異なる教育システムの間で、学習時間だけでなく、学習成果を可視化した単位
互換・成績評価モデルを提案し、実現性を検証する。UMAP国際事務局は2016年 9月にUCTS Users’
Guide を改訂したが、この Guide は単位互換にかかわるガイドラインを提示しているのに対し、
成績評価基準、学習成果の比較参照方法については未整備のままである。学習成果の比較検証を
おこなうため、学生が自身の学習を記録する媒体として Eポートフォリオを活用する。国際教育
分野における Eポートフォリオを使った学習成果分析は、欧米で多くの実績があり、日本でも東
洋大学、立命館大学などで取り組まれてきた。アジア太平洋地域においては取り組み事例が少な
いため、UMAP 学生交流において Eポートフォリオの実証実験をおこなう。 
３）１）および２）の実証研究を通じて地域間学生交流を実現するための共通課題を明らかにす
る。質保証をともなった教育交流を促進するためには、単位互換や成績評価にかかわる共通プラ
ットフォームを構築することが必要である。これに加え、AUN、AIMS、GMS-UC などの既存のネッ
トワークを包括し、南米、南アジア、オセアニアなどを含めたアジア太平洋全域で学生交流をさ
らに発展させるために、UMAP を基盤としてゆるやかな傘下型ネットワークを形成していくこと
が有効であると考えられる。アジア太平洋全域を対象とする幅広い大学間ネットワーク構築に
向けた課題を分析し、その実現に向けた提言をおこなう。 
 
 
４．研究成果 
 本研究では、マレーシア、タイ、フィリピン、インドネシア、オーストラリアなど UMAP 対象
地域における学生と人材交流、政策課題に焦点をあて、ヒアリングを各国専門家に対しておこな
った。この成果については、以下の著作においてまとめて発表している。 
 
Student and Skilled Labour Mobility in the Asia Pacific Region: Reflecting the Emerging 
Fourth Industrial Revolution (2023), Palgrave Mcmillan, ISBN: 978-3-031-16065-3 
 
 さらに本研究では、新型コロナ禍の状況下において、以下のような緊急 Webinar を実施し、新
型感染症の影響下における新たな教育交流モデルについて、専門的見地からの分析をおこない、
それを多くに国際教育交流の実務家の間で、リアルタイムで共有することができた意義は大き
い。緊急連続 Webinar では、最大で 600 名を超える聴衆を集めた。この一連の取り組みが、実際
に新たな教育交流の価値・概念の創造に貢献したことは疑いない。 
 

  



＜別表１＞ 
新型コロナ禍の影響下における学生交流にかかわる緊急 Webinar 

 
 
本研究は、新型コロナ禍という想定外の状況に直面し、当初計画にはなかった調査、分析をす
ることになった。別表２のように新しい教育交流モデルを提示し、UMAP を基盤にプログラムの
プロトタイプが実践されることになったが、これらも本研究の成果である。 
 
① オンラインによる国際相互履修＜コンソーシアム型＞ 
この相互履修では、UMAP 参加大学を中心に 10 大学以上の参加を目指しているが、主な対象と
なる科目は、英語で開講されるオンライン科目を想定しており、インタラクティブに展開される
科目を想定している。また、受け入れ大学は、登録にあたって人数制限や英語力基準を設定でき
るように準備されており、授業料は原則として相互不徴収となっている。また、UCTS の概念な
どを導入して、学生にとって不利益とならないよう単位認定ガイドラインを参加大学間で設定
する。 
 
②オンライン共同授業の開発 
既存の科目の中で海外との共同学習をとりいれる。（科目のすべての授業時間を共同に実施す
るのが困難であることを想定し、15 回の授業の中で 3 回から 5 回程度の共同プロジェクト（学
生によるグループワーク、共同発表など）を取り入れる。例として、共通のテーマをもつ科目を
3大学間で提案し、3回から 5回程度の学生によるオンラインによる協働プロジェクトを実施す
ることが考えられる。海外研修・海外実習・フィールドワーク科目においても、海外とのオンラ
イン共同学習を実施することでより高い成果が期待できる。 
 
③ハイブリッド・プログラムの実施 
事前・事後学習をオンラインで実施し、短期対面共同学習の効果を高める。ただし、移動する
たびに 2週間の自主隔離を求められる現状では、負担が大きくなりすぎるため、コロナ禍の現状
においては、現実的な選択肢とは言い難い。 
 
④オンライン国際共同プロジェクト（オンライン模擬国連（Model UN）など） 
オンライン国際学生会議など、学生主体となる活動を取り入れ、高度な英語力や知識を駆使し
ておこなう国際共同プログラムを企画、運営する。 
 
 

実施日 タイトル 登壇者

第1回 2020年4月20日 コロナ禍における外国人留学生の現状
文部科学省国費留学生協会 (MEXT Scholars
Association) Austin Zeng
ほか私費留学生3名

第2回 2020年4月24日
外国語教育を遠隔で配信/教授するための教職員
向けワークショップ

池田佳子（関西大学）
古川智樹（同上）

第3回 2020年5月8日
国際教育のスピリットを取り込もう！Virtual
Exchange(COIL)を超短期間ででも取り込む手法
ワークショップ

池田佳子(関西大学)
ドン・バイサウス（同上）
エルヴィタ・ウィアシー（同上）
 サッジャッド・プルオーミッド（同上）
藤井ミッシェル（同上）

第4回 2020年5月21日 コロナ禍と地球市民教育の課題
堀江未来（立命館大学）
永田佳之（聖心女子大学）

第5回 2020年5月27日
Covid-19 and Paradigm Shift of International
Education

Deane Neubauer (U of Hawaii)
Ka Ho Mok (Lingnan University)
Kazuo Kuroda (Waseda University)

第6回 2020年6月10日
How are international partnerships affected by
Covid-19?

Cheryl Matherly (Vice President/Vice Provost,
International Affairs,
Lehigh University, Past President of  AIEA)
Mirko Varano  (KTH Royal Institute of
Technology, Sweden)
Nopraenue S. Dhirathiti (Mahidol University)

第7回 2020年6月24日
Possible remedies - student mobility in Asia and
the Pacific during Covid-19 pandemic

Randall Martin (British Columbia Council for
International Education)
Chris Ziguras （RMIT)
Keiko Ikeda (Kansa University)



＜別表２＞新型コロナ禍の影響下における教育交流プログラムの変化 
 

 
 
 こうした成果については、文献、ジャーナルにおいて発表したことに加えて、国際教育の実務
家が集まる会議（NAFSA,EAIE,APAIE）などで発表された。特に日本国内では、国際教育夏季研究
大会（SIIEJ：Summer Institute on International Education, Japan）において集中的に成果
発表が行われた。 
 
https://siiej.org/ 

取り組み 概要 メリット

1
オンラインによる国際相互
履修＜コンソーシアム型＞

2020秋～2021年春学期の開講授業に関し、UMAP参加
大学などに呼び掛けて、オンラインで提供できる授業を
各大学から最低でも５科目程度、提供してもらい、相互
に学生が受講できるようにする。授業科目については、
学際的テーマを中心に提案するが、各大学の特徴のある
授業を加えるなどして、学生に魅力を感じてもらえるよ
うなプログラムにする。

より多くの選択肢の中から学生は授業を選ぶことがで
きる。海外の学生と協働グループワークに参加すること
が可能となる。
多くの大学ですでにオンライン授業が主体になってお
り、新たに国外から学生を受け入れることは、参加大学
に極端な負担にはならない。大きなコストがかからず、
学生にも経済負担にならない。

2 オンライン共同授業の開発

2019年度に実施したUMAP-COILプログラムを参考とし
て、複数の大学の教員が参加し共同授業を展開すること
を目指す。オンライン共同授業、協働PBLを提案し、学
生同士も積極的に交流できるような授業科目とする。ま
ずは、ゼミ、フィールドワーク、プロジェクト系科目な
ど既存の科目の中で海外の大学との共同授業を実現す
る。海外大学と新規科目を共同開発することが理想だ
が、新規科目の設置は最低でも1年程度の準備期間が必
要であるため、既存の科目から先行して実施する。

多様な地域、大学からの参加学生と共同学習をする機
会をもつことができる。
移動のコストなどがかからない。

3
ハイブリッド・プログラム
の実施

上記の１または２に関して、短期間の対面共同学習を取
り入れるものを想定している。事前学習と事後学習をオ
ンラインで実施することで、短期対面共同学習の効果を
高めることを狙いとする。

短期であっても、前後にオンライン共同学習を実施す
ることで、学習成果を最大化することができる。
短期での研修となるため、セメスター留学に比べて、
感染リスクやコストを低く抑えることが可能であり、学
生の負担も少なくて済む。
東洋大学国際学部国際地域学科では、SFS（Short Tem

Field Study）を実施してきた実績があり、この経験を活
かして、短期でも学習成果の高い授業科目を設定するこ
とができる。

4
オンライン国際共同プロ
ジェクト（オンライン模擬
国連（Model UN）など）

オンライン国際学生会議など、学生主体となる活動を取
り入れる（たとえば、Curtin大学との合同シンポジウム
をオンラインで実施することが検討されている）。この
ほか、UMAP関係大学、その他の海外提携大学とテーマ
を決めたオンライン国際会議を実施する。
これに加えて、高度な英語力や知識を駆使しておこなう
国際共同プログラムを企画、運営する。東洋大学は、こ
れまで競争選抜があり難度の高いプログラムとして、国
連ユースボランティア、ワシントンセンターにおけるイ
ンターンシップなどに学生を派遣し、参加学生はTGL
Gold、学長賞などを受賞してきた。今回の新型コロナ
禍により、こうしたプログラムが予定どおりに実施され
ない可能性も出ており、代替プログラムとして、オンラ
インによる「模擬国連（Model UN）」などを実施す
る。模擬国連では、学生自身が各国からの参加学生とす
べて英語により準備や会議運営をおこなうため、学習成
果、達成感の面でかなり大きな効果が期待される。

留学体験と同等ではないが、海外の学生と共同学習を
体験することができる。
TGプログラムとしてのポイントを付与できるプログラ
ムが増えることで、留学を経験しなくてもシルバー、
ゴールドの水準に到達することも可能となる。
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